


ROTARY INTERNATIONAL DISTRICT 2570

1

ガバナーメッセージ

国際ロータリー第2570地区
ガバナー　坂本　元彦

　基本的に新世代の若者を担当するのは、青少年奉仕部門であり、9月13日には青少年奉仕部門のセ

ミナーも開かれます。アクト委員会、青少年交換委員会、ライラ委員会、高校生社会体験活動委員会

により運営されていて、中学生、高校生、大学生等12歳から30歳までの若者が対象になります。こ

の若者達との交流を通じて、彼ら彼女らの成長して行く姿を目の当たりにすると、ロータリアンとし

てでなくても感慨深いものがあり、良い事をしているという奉仕の心が十分に満たされます。留学生

と接している財団や米山の委員の方々も思いは同じ事でしょう。我々の奉仕の結果が、直接的に見え

る場合には理解や充実感も生まれやすいでしょうが、全てのケースが目に見える事ばかりではありま

せん。寧ろ見えない場合の方が多い事でしょう。

　新世代の若者は30歳までと年齢制限があります。地区として、クラブとして、またロータリアン

（カウンセラー）として大事な事は、彼ら彼女らが卒業してもロータリーの家族としての関係を絶や

すことなく続けていく、いつでも連絡できる状態にしておく事だと思います。将来ロータリークラブ

に入会するならば、こんな嬉しい事はありません。

　若者の未来の為にロータリアンとしての責務を果たしましょう。

9月は新世代月間です



2

　奉仕委員会から奉仕部門に改称され、坂本委員長がガバナーに就任される事でその後任に新部門

委員長として就任する事に成りました武藤（志木）です。

　微力ながら一生懸命努めたいと存じますので一年間宜しくお願い致します。

　青少年奉仕部門は4小委員会から構成されていて、アクト委員会、青少年交換委員会、ライラ委員

会、高校生社会体験支援委員会の関係4委員会として活動を推進して行きます。

　青少年奉仕の対象は12歳中学生から30歳迄の高校生、大学生、社会人の若者です。

　青少年の育成は重要な先行投資型プログラムで、継続も必要です。

　RIでは4年前から今迄の4大奉仕部門から青少年奉仕を5大奉仕部門に加え、格上げして、若い青少

年達へ奉仕してゆく事に大きな力を注いでいます。

　特に地区委員会ではライラ・IAC・RACなど若者達の自己開発、リーダーシップ、スキルUPに青

少年プログラムへ積極的に呼びかけ、ロータリーファミリーの一員として次の社会リーダーや国際

人に成長していけるよう将来の準備に支援奉仕してゆくものです。

　9月は、ロータリーを揚げてクラブ担当関係会員の方々と共に青少年のための月間として啓発の推

進に、ご理解ご協力の程をお願い申し上げるところです。

　併せまして、9月13日の青少年部門セミナーに大勢のご出席をお願い致します。

青少年のための月間に寄せて

青少年奉仕部門委員長

武藤　典夫（志木）
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　ロータリー米山記念奨学事業は、国際ロータリーに認められた６０年以上も続く

多地区合同活動であり、日本のロータリアンが作り育てた歴史と実績に基づいた世

界に誇れる事業であります。

　本事業の目的は、国際平和と国際理解の推進であり、日本で学ぶ留学生を支援す

る事により、日本人と日本文化を正しく理解し、将来日本と世界を結ぶ懸け橋として国際社会で活躍する

人材を育てる事です。

　特に、世話クラブ及びカウンセラー制度は、ロータリアンとの交流により、金銭的な支援だけではとて

も得る事の出来ない感動を与えてくれる独特の制度です。

　地区の奨学生の受け入れ人数は、前々年度のその地区の留学生数、個人の平均寄付額、地区の寄付総額

によって決められます。この寄付額を重視した算出方法は、寄付意欲が高く、奨学生をより多く採用した

いと望む地区の要望に応えられるように採用されております。本年度も引き続き会員の皆様のご支援をお

願い致したいと存じます。

委員長　忽滑谷　明 （入  間）ロータリー米山記念奨学部門

　物々しい表題で始まった「未来の夢計画」も、早や１年が過ぎました。これまで

の補助金制度とは異なり、地区補助金、グローバル補助金、パッケージグラントの

３種類に限定され、それぞれの活用目的に沿って使用されますが、いずれの場合も、

資金活用後の効果を明らかにし、その効果の持続性が求められています。地域ニー

ズを的確にくみ取り、有効活用をお願い致します。ロータリー財団の最優先課題は、ポリオ撲滅にありま

す。この地球上での発症数は１％以下となり、一番難しい撲滅最終段階に入りました。各国、諸機関と共

に情報を共有し、意見やアイディアを提供することも必要かと思われます。

　当地区の寄付金動向に付いては、日本全国（５月末現在、第１.２.３ゾーン３４地区中）１５番手にあ

ります。会員数等の状況の違いもありますが、中位を堅持できます事は、各クラブ会員の一人一人のご理

解とご協力の賜物と心底より感謝申し上げます。

委員長　柴崎　典一 （深  谷）ロータリー財団部門

－部門委員長－

本年度の抱負と方針
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委員長    茂木　聡（本  庄)

　当委員会の責務は、委員会名が示すように大きく２つあります。

　１．ロータリアンの皆さんが、より良い地域づくりのための活動やより良い世界を築こうとする活動をされ

　　　るにあたり、それを資金面で支えるため、各クラブに対して地区補助金およびグローバル補助金の適切

　　　な利用を推奨し、ロータリー財団に申請及び報告を行う。

　２．ロータリー財団学友たちと一緒に社会貢献への熱意をもった若者たちを､世界で活躍する未来のリーダー

　　　になれるよう応援し、海外留学のための奨学金提供を行う。

　現在グローバル補助金奨学生２名、地区補助金奨学生1名が留学中。次年度派遣にむけ、２名がロータリー財

団奨学候補生として、一年間のオリエンテーション中です。

　上記のような活動や補助金を実現させているのが、皆さまからのロータリー財団へのご寄付です。本年度も

引き続きご理解ご協力をお願い申し上げます。

ロータリー財団部門
補助金・奨学委員会

委員長    細淵　克則（入  間)

　中井年度に続き、今年度もＲ財団資金管理委員長をさせて頂きます。2013年7月より夢計画が始まりました。

今までと大きく変わるのは、地区の活動資金がグローバル補助金と地区補助金の２系統になった事です。補助

金の使用が地区の裁量に大きく委ねられました。反面、補助金を上手に活用しないと資金が減額されます。グ

ローバル補助金・地区補助金の活用にはＲ財団委員会メンバー全員が真剣に討議をしています。

私の小委員会では、これらの事業の予算及び決算の管理をしています。特に地区補助金プログラムを使用した

クラブに対しては、報告書、決算書、写真、通帳等の資料の提出と５年間原本保存をお願いします。当委員会

に於いて厳密な監査をさせて頂きます。2570地区もＲＩよりの監査に備えなければなりません。今年一年、各

クラブのご協力をお願いすると共に、我々Ｒ財団委員会全員も素晴らしい活動をしていきたいと思います。

ロータリー財団部門
地区資金管理委員会

委員長    広瀬　勝俊（深谷東)

　経験の少ない私が、本年度R財団推進委員長に指名され、大変に緊張をし、尚戸惑っています。柴崎部門委

員長からのご助言を受けながら、一生懸命頑張らせていただきます。

　本年度のR財団の会員一人当りの寄付目標額は、200ドルです。内訳は、年次基金寄付金が150ドル、恒久寄

付金が30ドル、使徒指定寄付金（ポリオ・プラス）20ドルです。各クラブのご協力のもと、目標が達成されま

すように、ロータリアン各自のご理解とご協力を宜しくお願い申しあげます。

　END POLIO NOW（ポリオ・プラスの最終局面）で、寄付額の増額がRIから通知がきましたが、各クラブの

ご負担を軽減しようと地区のDDFで処理をしていきます。

　そして本年度は、ポール・ハリスソサエティにも力を入れて行きますので、よろしくお願いします。

ロータリー財団部門
推進委員会

－委員長－

本年度の抱負と方針
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委員長    宮野ふさ子（狭山中央)

　今年度、米山記念奨学部門学友委員長を担当致します、狭山中央ロータリークラブの宮野ふさ子です。

　我クラブはＲＩ財団のマッチング事業のため、6/13～6/18までの日程でモンゴルの植樹事業のため、渡航し

ました。この時に、滞在期間中の移動・食事・通訳・事業計画書の翻訳すべての面倒をかって出てくれたのが、

我クラブで5年前に米山記念奨学生としてお世話をした、モンゴルのジグジット・タミラ君でした。米山記念奨

学事業の素晴らしさを実感した瞬間でした。私のクラブとタミラ君とのような高いステージでの交流が、1つで

も多くのクラブで芽生えたらどんなに素晴らしいことでしょう。

　現在、諸事情で学友の現況がすべて把握できている状況では有りません。1人でも多くの学友の現況を把握し、

ロータリアンと学友の交流の場を設けられるよう、準備の年度にしたいと考えております。大変な作業ではあ

りますが、一歩ずつ前進できればと考えております。

ロータリー米山記念奨学部門
ロータリー米山記念奨学学友委員会

委員長    坂本　優蔵（本  庄)

　米山記念奨学推進委員長を拝命致しました。

　年々減少する奨学生を増やすには、ロータリアン一人ひとりの理解ある寄付金から成り立ちます。一生懸命

努力して参ります。是非ともご協力をお願い申し上げます。

ロータリー米山記念奨学部門
ロータリー米山記念奨学推進委員会

　国際ロータリー第3ゾーンのロータリーコーディネーターの安満良明(あま よしあき)と申します。国際ロータリー第2730

地区加治木ロータリークラブ所属です。私どもは、杉谷国際ロータリー理事(第2720地区玉名ロータリークラブ)のご指導の

下、横山守雄(第2660地区大阪中央ロータリークラブ)と大之木精二(第2710地区呉ロータリークラブ)のお二人のロータリー

コーディネーターアシスタントと共に、第3ゾーン11地区のロータリークラブの活性化のお手伝いをさせていただきたいと、

願っております。具体的には、皆様の地区で開催されます、PETS、地区研修協議会、地区指導者育成セミナー、地区会員

増強セミナー、新会員セミナー、地区大会などにお呼びいただき、ロータリー戦略計画の推進と会員増強維持を目的とした、

講演などいたします。また、もう一つ重要なのは、会員増強や社会奉仕活動に当たって、公共の認知度を高める必要があり

ます。そのために第3ゾーンロータリー公共イメージ岩永信昭(第2740地区長崎北東ロータリークラブ)コーディネーターが

おられます。さらにロータリー公共イメージコーディネーターアシスタントとして、伊藤文利(第2690地区倉吉ロータリー

クラブ)、高島凱夫(第2660地区大阪中之島)両アシスタントがおられます。そして、杉谷理事の元、ロータリーコーディー

ネーターとロータリー公共イメージと、そのアシスタントの方4名と協力して、10月11日「ロータリー戦略計画推進セミナ

ー」を計画し、すでに第３ゾーン内11地区にご案内してあります。このセミナーは一方的に指導者の講演や意見を聞くの

ではなく、それぞれの地区、地区委員会の戦略計画と具体的な実践を出し合っていただき、互いが学び合うことを目的とし

ています。地区によってそれぞれの善し悪しがあり特性もあり、それらを学び取り自分の地区やクラブの活性化に役立てて

いただければと思います。対象者は、地区ガバナー、ガバナーエレクト・ガバナーノミニー・ガバナー補佐・地区会員増強

委員長・地区公共イメージ並びに広報委員長・社会奉仕委員長・地区戦略計画委員会委員長・他ガバナーの推薦する方々で

す。ロータリー戦略計画と聞けば、ほとんどの会員がいかめしく違和感を感じる言葉だといわれます。しかし作戦計画と考

えれば、それもなくなるような気がします。長期的計画とそれを達成するための短期的計画があり、この短期的計画を確実

に実践していくことが大切と思います。

　ロータリーの戦略計画とは、

　１つは例会や奉仕プロジェクトを通して友情をはぐくみ、国や文化宗教を超えて理解する。

　２つは高潔性を持って約束を守り、倫理を守ること。

　３つに多様性をもって多角的考え方、行動で問題に取り組んでいくこと。

　４つにリーダーシップをもって職業のスキルをいかし、地域社会の問題に取り組むこと。

とあります。この4つのことを各ロータリークラブの具体的行動課題とし実践されれば、クラブは活性化されて行くことと

思います。抽象的で分かりにくいかもしれませんが、ロータリーの原点は例会ということです。例会や奉仕プロジェクトに

入りて学び、出て奉仕、実践することです。その楽しく学べる例会を提供するのがロータリークラブです。楽しく学んだ会

員は、友人を推薦しようと思います。それが増強と会員維持の原点です。

第３ゾーンＲＣ    安満　良明
(2014年8月14日配信)

９
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第一回  クラブ奉仕部門  公共イメージセミナー

2014年7月26日

於：紫雲閣

　司会は山本庄一公共イメージ副委員長。
　はじめに、坂本元彦ガバナーが「今日のセミナーを聞いてクラブに広めてそして行動（action）してほしい」と挨
拶。
　地区担当諮問委員の鈴木秀憲パストガバナーは、このたび第１ゾーンの公共イメージアップコーデイネータ
ー補佐に就任。「ロータリー活動をさりげなくアピールしてほしい」と挨拶した。
　渋澤部門委員長がわかりやすいパワーポイントで趣旨説明。
　続いて、栗山昇研修副委員長が「ロータリーの理念と公共イメージ」と題し、ワンポイント講座。
　続いて、元 楽天執行役員、現在 メデイアサイト・クオリテイ埼玉主筆 小林司氏による「ロータリーのイメージ戦
略とネットの活用」をテーマにした基調講演。
　そのあと、第二部で岡部みゆき公共イメージ委員長がプレスリリースの方法とロータリーデー開催のお願いを
し、グループ討議に移った。
　各グループから、決定したグループキャッチコピーが発表され、グループ内の結束もはかられ有意義なセミナ
ーとなった。

第一部　講演 第二グループ　討議

坂本元彦ガバナー
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第一回クラブ奉仕部門公共イメージアップセミナー
　グループ別キャッチコピー

【第１グループ】　ラインアップロータリー ロータリーは日常に！地道に襷をつなげよう

【第２グループ】　常に新しいことを！　家族の「輪」「和」から広げようロータリー

【第３グループ】　社会に役立つ行動に喜びを！

【第４グループ】　ロータリーの輝きは会員の輝きから愛を繋いで歩み出そう

【第５グループ】　地域の子どもと共に輝くロータリー

クラブ奉仕部門PG
鈴木　秀憲

クラブ奉仕部門委員長
渋澤　健司

公共イメージ委員長
岡部みゆき

クオリティ埼玉主筆
小林　司  氏
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ガバナー公式訪問  報告

2014-2015年度

2014年7月30日

会長 : 萩原　忠彦 ／ 幹事 : 田村　宏
川越西ロータリークラブ

　7月30日(水)坂本ガバナー、松本ガバナー補佐をお迎えしてガバナー公式訪問が行われました。当日の例会前の懇
談会、ガバナーの卓話ではRI会長、ガバナーのメッセージにつて大変丁寧に分り易くご解説、ご指導を頂きました。クラ
ブ協議会は、公共イメージの向上、ロータリーデー開催についてRLI方式で意見を出し合いました。今回は新入会員か
らベテランの会員まで大変充実した有意義なガバナー公式訪問となりました。

2014年7月22日

会長 : 笛木  弘治 ／ 幹事 : 岩堀  和久
川越ロータリークラブ

　坂本ガバナー、松本ガバナー補佐を迎え、公式訪問例会を開催。
　ガバナー卓話では、ロータリーとして一番大事にしなければならないことは「親睦と奉仕」であり、ロータリアンは、そ
の精神を理解し、学び、心から願って行動することが課せられた責務であると語られました。
　また、ロータリー活動を広める上では、会員増強、研修・広報活動の充実が重要であると訴えておられました。その後
開催されたクラブ協議会においては、全員参加型のRLI方式により、クラブのサポートと強化、人道的奉仕の重点化と増
加、公共イメージと認知度の向上の３点について積極的な意見交換が行われました。

お出迎えお出迎え
クラブ協議会





　第48回地区インターアクトクラブ年次総会が、平成26年7月27日(日)に西武学園文理高等学校IACを主管、新狭山

ロータリークラブをスポンサークラブとして、西武学園文理中学高等学校において開催されました。

　地区内の7校から顧問教師13名、生徒111名、ロータリアン39名の出席がありました。

　地区からは坂本ガバナー、武藤青少年奉仕部門委員長、石田ライラ委員長、宮原青少年交換委員長の出席がありま

した。

　開会、来賓挨拶、歓迎の挨拶、ホスト校挨拶の後、西武学園文理高等学校インターアクト部OGで青少年交換プロ

グラムに参加した江野桃花さんの「いま、私にできること」と題した基調講演がありました。

　その後、昼食を挟んで、参加生徒が4グループにわかれ、大学生ボランティアを中心として、本音で語り合う「カ

タリ場」という学習プログラムを実施しました。その間、別室にて顧問教師とロータリアンの意見交換会を行いまし

た。スポンサークラブとIACのコミュニケーションが大事であり、スポンサークラブは責任をもってIACを支えても

らいたいとの意見がありました。

　去る7月20日に国立女性教育会館において、第44期来日学生のためのカウンセラー・ホストファミリー会議を開催

いたしました。

　当日は、受入クラブの会長・カウンセラー始め、青少年奉仕委員会のメンバー及びホストファミリーの皆様、大勢

にお集まりいただきました。

　一通りの説明の後、ROTEX（派遣を終えた学生）に自分のホストファミリーに対する経験談を話してもらい、質

疑応答に入りましたが、活発な質問が相次ぎ、会議はあっという間に時間が来て終わってしまいました。質問し足り

ない方はどうぞ青少年交換委員会までお問い合せ下さい。

青少年交換委員会

　宮原　克平

カウンセラー・ホストファミリー会議

　過日の7月2日（水）、品川グランドプリンス・ホテル高輪にて、本年度第1回ロータリー財団地域セミナー（第１.

２.３ゾーン合同）が開催され、坂本ガバナー、高柳エレクトをはじめ、財団地区役員8名が出席し、研修を受けて来

ましたのでご報告致します。

　当日は、国際ロータリー財団管理委員長の田中作治氏を筆頭に国際ロータリー理事の北清治氏、杉谷卓紀氏の出席

のもとで、2014～15年度ロータリー財団の目標、ロータリー日本財団の現状、大口寄付の重要性、ポリオ撲滅エン

ドゲーム戦略計画、ロータリー平和フェローの活動報告などの講演がありました。

　午後の部では、補助金のネット申請とグローバル補助金の実務上の手続きについて説明があり、日本のロータリー

平和センター国際基督教大学(ICU)への運営支援と協力要請、ロータリーカードへの普及と利用拡大への協力要請が

ありました。

　今回のセミナーに於いて、重要なポイント、変更事項もありますが、本紙面の制約もありますので、9月6日の第1

回地区財団セミナーにて各クラブへお伝えする予定です。

　今後ともロータリー財団へのご理解ご協力を宜しくお願い申し上げます。

ロータリー財団部門委員長

　柴崎　典一

第１回 ロータリー財団地域セミナー報告

アクト委員会委員長

　野本　俊光

IAC年次総会報告
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秩父音頭まつりに参加して

米山記念奨学委員会　学友委員会委員

　米山　真澄

がんば

　8月14日（木）より一泊二日にて、秩父郡皆野町で開催される「秩父音頭まつり」に地区委員として参加し

ました。毎年、米山記念奨学部門委員会の恒例行事でもあります。

　米山記念奨学生同士も、春の「ロータリーの森」清掃活動が“顔合わせ”の意味もあるとすれば、このまつ

りの参加はいよいよ日本の伝統文化を体験するといった思い出深いイベントとなっております。

　お昼に集合して、農園ホテルにてランチ。場所を「秩父音頭道場」に移しての練習に次ぐ練習。ここでしっ

かり覚えこまないと夕方の発表会で大恥をかいてしまうので、皆さん、緊張しながらも熱心に指導を受けまし

た。秩父音頭家元の金子千侍パストガバナーも応援に駆けつけて下さいました。

　いよいよ会場に向けて本番スタート。昨年の炎天下の中と違い、やや過ごしやすい天候のもと、奨学生たち

は、笑顔を交えて沿道の方々からの声援を受けておりました。

　地元の皆さんも、外国人が「秩父音頭」を踊ってくれるというのは、この上もなく嬉しいことのように見え

ました。微笑ましい限りです。

　夜は待ちにまった“ミッションヒルズCCロッジ”にてガーデンパーティー。大澤衞直前委員長の発声にて乾

杯！踊りも無事終えてホッとした中、楽しい懇親のひとときです。私の子どもたちの代の人たちとの交流は、

かけがえのないものです。世代というものは国境を越えて、共通のものが多々あります。特に夢に向かって進

む姿は頼もしいものがありました。

　今年、娘がジャイカのボランティアで東アフリカ・エチオピアの地に“小学校教員”として赴任しました。

“人のために尽くすことがこの世で一番素晴らしいこと”と言っていた手前、反対は出来ませんでした。

　奨学生たちも様々な思いで「日本」を選び、不安の中にも一歩一歩顔晴（頑張）っている姿は、凄いなって

感じました。

　9月は米山梅吉記念館訪問が待ってます。彼らと再会出来る日が待ち遠しいです！
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第１回 諮問委員会開催

第１回 規定審議会対応委員会開催

　7月17日18時より紫雲閣において、2016年開催予定の「規定審議会」に向けて、第2570地区としての

今後の取り組みについて協議されました。参加者は、以下の通りです。

　　出席者：坂本元彦ガバナー・高柳育行ガバナーエレクト・加藤玄静パストガバナー

 　　RI規定審議会対応委員会 地区代表議員　立原　雅夫PDG

 　　RI規定審議会対応委員会 地区補欠議員　鈴木　秀憲PDG

 　　RI規定審議会対応委員会 第１G木藤文雄・第２G栗山昇・第３G室伏秀樹

　　    　　 第４G梅澤茂・第５G澤田將信

　　オブザーバー：地区幹事深谷雅良・副幹事奥田功次

　7月24日17時より川越プリンスホテルにおいて、下記の皆様が参加され、今後の地区の在り方等につき

討議しました。

　　出席者 坂本　元彦ガバナー　

  諮問委員　

  福島　良治・今泉　清詞・田中　一郎・梅沢　定彦

  髙橋　福八・野中　弘之・石川　嘉彦・真下　和男

  加藤　玄静・西川武重郎・立原　雅夫・鈴木　秀憲

　　オブザーバー：高柳　育行・深谷　雅良

秩
父
音
頭

　
　
ま
つ
り

秩
父
音
頭

　
　
ま
つ
り
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新入会員のご紹介

有坂　和亮
所沢
2014.7.22
アルテクノ工業株式会社
倉片　順司

氏 名

ク ラ ブ 名

入会年月日

勤 務 先

紹 介 者

高田　幸生
深谷ノース
2014.8.1
高田幸生社会保険
労務士事務所

原口　守

氏 名

ク ラ ブ 名

入会年月日

勤 務 先

紹 介 者

竹内　克
新狭山
2014.7.14
㈲エアフォルク
小川  正幸

氏 名

ク ラ ブ 名

入会年月日

勤 務 先

紹 介 者

根岸　照子
川越小江戸
2014.7.1
株式会社　東亜
三上  泰弘
福島　昇

氏 名

ク ラ ブ 名

入会年月日

勤 務 先

紹 介 者

飯塚　哲也
川越
2014.7.22
NTT東日本-関信越
埼玉西支店

可児  一男
梶川  昭一

氏 名

ク ラ ブ 名

入会年月日

勤 務 先

紹 介 者

長岡　孝治
川越
2014.7.8
㈱ジェイコム北関東
　川越局

牛窪  佐太郎
宇津木  清

氏 名

ク ラ ブ 名

入会年月日

勤 務 先

紹 介 者

肥沼　順子
狭山中央
2014.8.5
訪問看護ステイション
　　　えみあす

寶積　克彦

氏 名

ク ラ ブ 名

入会年月日

勤 務 先

紹 介 者

吉澤　忠洋
狭山中央
2014.8.5
株式会社ビーサマー
　　コープレイション

小室　昭男

氏 名

ク ラ ブ 名

入会年月日

勤 務 先

紹 介 者

清水　幸彦
狭山中央
2014.7.8
西武商事株式会社
若松　泰誼

氏 名

ク ラ ブ 名

入会年月日

勤 務 先

紹 介 者

小林　奈保絵
狭山中央
2014.7.8
医療法人　尚寿会
田中　隆行

氏 名

ク ラ ブ 名

入会年月日

勤 務 先

紹 介 者

たかし

ただひろ

なおえ

かつみ
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